
※第三者評価委員会資料 
                       ２０２３．３．１１ 

令和４年度授業者の自己評価結果について 

 １ 実施日：２月中旬 

 ２ 延べ科目数：５７科目（５３人） 

 ３ 表の見方：各項目の上段は％（四捨五入）、下段は延べ人数 

 
  

 

 

項   目 

自 己 評 価 

１  

そう思う 
２  

だいたい

そ 

う思う 

３  

どちらか

というと

そうは思

わない  

４  

そうは思

わない  

学習集団

づくり  
① 互いに認め合いながら学習できる学習集団づ

くりができていた。  
 ２１％ 

 １１人 

 ７２％ 

 ３８人 

 ８％ 

 ４人 

 

目標の設

定  

 

② 授業の系統性を考え、シラバスに位置づけ、ね

らいや目標を生徒に示した上で臨んだ。  

 ２８％ 

 １５人 

 ６６％ 

 ３５人 

 ６％ 

 ３人 

 

③ 生徒の実態を十分に考慮して、授業を構成する

など、計画をたてて行った。  

 １７％ 

  ９人 

 ７４％ 

 ３９人 

 ９％ 

 ５人 

 

④ 授業のねらいや目標が達成できた。  

 

  ８％ 

  ４人 

 ７５％ 

 ４０人 

 １５％ 

  ８人 

 ２％ 

 １人 

教材・教

具の工夫

等 

⑤ 準備した教材・教具や授業の展開のしかたは適

切であった。  

 １９％ 

 １０人 

 ６２％ 

 ３３人 

 １９％ 

 １０人 

 

発問・指

示の適切 

さ 

⑥ 生徒の理解を助けるように、発問や指示を適切

に行った。  

  

 ２５％ 

 １３人 

 ６６％ 

 ３５人 

 ９％ 

 ５人 

 

活動の場

の構成  

 

⑦ 生徒は、意欲的に学習に取り組んでいた。  

 

 ４７％ 

 ２５人 

 ４７％ 

 ２５人 

 ４％ 

 ２人 

 ２％ 

 １人 

⑧ 授業に集中しやすい環境や雰囲気が形成でき

た。  

 ２５％ 

 １３人 

 ７０％ 

 ３７人 

 ６％ 

 ３人 

  

  

⑨ 一方的な説明だけではなく、生徒が主体的に活

動する場面を設けた。 

 ３８％ 

 ２０人 

 ４５％ 

 ２４人 

 １５％ 

  ８人 

 ２％ 

 １人 

⑩ 生徒の発表などに対して、意欲を引き出すよう

に働きかけた。   

 １１％ 

  ６人 

 ５８％ 

 ３１人 

 ３０％ 

 １６人 

  

  

個の学習

の成立 

⑪ 生徒一人ひとりの学習状況の把握に努め、必要

な支援を行った。 

 １７％ 

  ９人 

 ６０％ 

 ３２人 

 ２３％ 

 １２人 

  

  

４ 分析 

（１）高い自己評価（１、２が９０％以上）項目：①、②、③、⑥、⑦、⑧  ＋２項目 

（２）低い自己評価（３，４が１０％以上）項目：④、⑤、⑨、⑩、⑪    ―２項目 

（３）改善が必要な評価（３，４が１５％以上）項目：④、⑤、⑨、⑩、⑪  ＋３項目 

※高い事項評価項目は前年比プラス２項目、低い自己評価項目は前年比マイナス２項目。 

ただし、改善が必要な評価項目は前年比プラス３項目。特に、⑨と⑩の項目は授業改善

が必要である。これまでの授業スタイルを全面的に見直し、ICT活用授業など、授業者

の意識改革が必須である。   


